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特集:花の新病害(1)

花きの生産・消費の動向と病害発生をめぐる諸問題
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農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 石 島
たかし
輯

は じ め に

花 き は ， 国民生活 に 潤い と 安 ら ぎ を も た ら す も の と し

て ， 近年そ の 需要が並大 し て お り ， 低迷下の 日 本の農業

生産の な か で は例外的な 成長部門 と し て ， 平成 2 年度 に

は農業総産出額の 4 . 9% を 占 め ， 地域農業振興 に 大 き な

役割 を果た し て き た 。 花 き 生産 は ， 今後 も 生活水準 の 向

上や水田農業確立対策等の農業情勢 と も 関連 し て ， 多少

の浮沈は あ っ て も さ ら に 増加傾向 で推移す る も の と 考 え

ら れ る . し か し ， 一方で は 生産 コ ス ト の上昇， 安価な花

き の輸入， 輸入新品種の増加， 圏 内産地間競争の激化，

消費ニ ー ズ の 多様化等への対応 な ど の 困難 に も 当 面 し て

l-' る 。

観賞の 対 象 で あ る 花 き に は 非常 に 高 い 品 質が求 め ら

れ， 病害防除 に も 他作 目 と は異 な っ た厳 し い対応が要求

さ れ る 。 多 品 目 ・ 多品種の上 に 栽培様式の複雑 な花 き の

病害 に 関す る 研究 は ， 研究者が少 な い こ と も あ っ て 十分

と は 言い難 く ， 今後大幅な強化 を 図 る 必要があ る 。

I 花きの生産・消費の動向

1 花き生産の現状

平成 2 年の花 き 類の生産状況 を 表ーl に 示 し た 。 花 き 類

の栽第面積 は 45， 658 ha (前年比 104% ) ， 生産額 は 5， 572

億円 ( 同 1 1 1 % ) ， 栽培農家数 は 148， 000 戸 (同 100%)

であ る 。 こ れ ら に つ い て種類別 に み る と ， ①切花類の栽

培面積 は 16， 609 ha (同 104% ) で花 き 類栽培面積の 36%

を 占 め て い る が， こ の う ち 施 設 面 積 は 61% で 前 年 比

107% と 露地面積 の 増 に 比 し て 高 く 増加 し た 。 品 目 別 の 面

積 で は ， キ ク が 5， 538 ha と 全切花面積 の 33% を 占 め て

い る が， ト ル コ ギ キ ョ ウ ， 球根切花， キ ク 中 の ス プ レ ー

ギ ク ， ガ ー ベ ラ 等がか な り 大幅 に 増加 し て い る 。 生産額

2， 444 億円 ( 同 1 16%) は花 き 類総生産額の 44% を 占 め ，

こ の う ち 最大栽培品 目 の キ ク の 生産額が 36% であ る 。 品

目 別 に は ， 葉 も の類 中 の シ ダ類， ア イ リ ス ， ト ル コ ギ キ

ョ ウ ， ユ リ ， チ ュ ー リ ッ プが大幅 に 増加 し て い る 。 また ，

切花生産農家 は総花 き 栽培農家数の 55% で あ る 。 ②鉢 も
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の類で は ， 栽培面積 1， 707 ha ( 同 103%) で， こ の う ち の

77% は施設面積 で あ る 。 品 目 別 に は ， デ ン ド ロ ビ ウ ム ，

そ の他洋 ラ ン ， 花木類が大幅 に 増加 し て い る 。 生産額 は

930 億円 で前年比 1 1 1 % と か な り 大 き く 増加 し た 。 ③球根

類では， 収穫面積 1， 546 ha は 全部露地栽培で あ る 。 表示

さ れて い な い が， フ リ ー ジ ア 78 ha ( 同 127% ) ， ユ リ 中 の

テ ッ ポ ウ ユ リ 196 ha ( 同 126%) と 大幅 に 増加 し て い る

が， グ ラ ジ オ ラ ス ， ア イ リ ス ， ス イ セ ン等 は減少 し て い

る 。 生産額 は 74 億 円 ( 同 107%) で， テ ッ ポ ウ ユ リ ， そ

の他ユ リ ， ア イ リ ス ， フ リ ー ジ ア が増加 し ， ヒ ア シ ン ス ，

ク ロ ッ カ ス 等が大幅 に減少 し て い る 。

な お ， 切花 ・ 鉢 も の類 (花壇用 苗 も の を 含 む ) の 栽培

面積， 生産額 は と も に 世界の大生産国 ア メ リ カ ， オ ラ ン ダ

と 並ぶ も の で， 我が国 は世界屈指の生産国 と な っ て い る 。

2 花きの生産 ・ 消費にみ ら れ る最近の特徴

花 き の 消 費動 向 は 時代 と と も に 変 わ る こ と を 特 色 と

し ， 最近の生活様式の 変化や豊か さ を 受 け て 生産 ・ 消費

も 著 し く 多様化 し て き た 。 わ が国 の切 り 花生産 は ， も と

も と 伝統 の 生 け 花 の 花材 と し て発展 し て き た が， 生活 の

洋式化が進 む と と も に ， 花 の 形， 多彩な色， 香な ど花 の
特徴 を生か し た 洋風の 生 け花， フ ラ ワ ー ・ ア レ ン ジ メ ン

ト が盛ん に な っ て き た 。 ア レ ン ジ メ ン ト で は 花 を集団 と

し て 用 い る の で， 花 と 草姿のバ ラ ン ス よ り む し ろ 花色の

美 し さ が重視 さ れ， また鮮明 な 花色 よ り 他の 花色 と の調

和の よ い 中間色が求 め ら れて ス プ レ タ イ プの 花が流行 し

て い る 。 花 き の 生産 と そ の 側面 と し て の需 要 ・ 消費の特

徴 を い く つ か あ げて み る 。

( 1 )  花 き 生産額 は 20 年間で約 9 倍の成長

花 き 農業の地位 を 表 2 に 示 し た 。 花 き 生産額 は 昭和 45

年の 621 億 円 か ら 50 年代 に 入 っ て 急 カ ー ブで増 え ， 平成

2 年 に は 5， 570 億円 と 20 年 間 で約 9 倍 の 急成長 を し て ，

こ の 聞の農業総生産額の 伸 び 2 . 4 倍 を 大 き く 上 回 っ て い

る 。 こ の 結果， 花 き 生産額の農業総産 出 額 に 対 す る 割合

は ， 昭和 45 年の 1 . 3% か ら 平成 2 年 に は 4 . 9% を 占 め る

に至 っ た 。 また ， 昭和 60 年か ら 平成 2 年 ま での 5 年間 の

年平均伸 び率 は ， 花 き 生産額の 6 . 9% に 対 し て 切花 ・ 鉢 も

の類の額では 1 1% と 著 し く 高 い 。

( 2 ) 施設化の 進展 と 周年生産

表-2 か ら 明 ら か な よ う に ， 切花 ・ 鉢 も の の栽培面積 と
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生産額 に対す る 施設栽培の シ ェ ア は .)1召 和 55 年の 3， 737 鉢 も の類で は 同 じ く 237% で， い ずれ で も 著 し く 進展 し

ha (全面積の 30% ) 及 び 1， 030 億 円 (全生産額の 34%) て い る 。 施設栽培 は ， 開花調整等 に よ る 生産 の 計画化 ・

に対 し . 10 年後の 平成 2 年 に は 7， 851 ha ( 同 42%) 及 び 周年化 ・ 高品質化 ・ 安定化 を 可能 に し て ， 生産性 と 収益

2， 586 億 円 ( 同 46%) と 著 し く 高 ま っ た 。 施設化率 は， 性 を 大幅 に 向上 さ せ る こ と がで き る 。 こ れ は ， 平成 2 年

切花類 で は 昭和 50 年 に 対 し て 平成 2 年 に は 299%. ま た の 花 き 生 産 額 に お け る 施 設 生 産 額 の 占 め る 割 合 が
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Tユーツツノ 日\llqJ 。V \1lqJ OV，QOl \1UJ J，�Jl \lJ1J 
グラジオラス 13 ( 89) 357 (102) 369 (101) 71，674 (100) 3，366 (109) 
フリージア 89 (105) 19 (1l9) 108 (108) 8406，，B60734 ((110335))ll

2l，，D18683 ((110345) ) アイリ ス 49 (104) 10 ( 99) 59 (103) 
スイセ ン 12 ( 98) 140 (102) 152 (102) 37，678 (1l0) 809 (120) その 他 119 (158) 173 (110) 292 (126) 叫曲山6) 4，師側í I 

枝もの類 106 ( 58) 3，306 (104) 3，412 (102) 318，874 (106) 9，652 ( 98) 
葉もの類 134 (116) 449 (105) 583 (107) 185，898 (1l0) I 4，251 (119) そ の 他 648 (120) 1，486 ( 95) 2，134 (101) 660，872 (106) i 20，433 (118) 

もの 類|ω2 (104) 205，187 (101) 叩3 (川11州o (100 鉢 385 (100) 1，707 (103) 
シクラメン 208 (105) o (300) 川55 (100) 川32 (106) 
観葉植物 322 (102) i 89 (110) 411 (104) 39，633 ( 97) 22，649 (108) 
洋 フ ン 262 (112) o (154) 262 (112) 15，451 (110) 26，280 (118) 
シンピジウム 144 (107) o (158) 144 (108) 5，420 (105) ll，773 (110) 
テ.ンドロビウム 31 (110) 。(100) 31 (1l0) 2，501 (125) 2，878 (131) 
そ の 他 87 (120) 。 87 (120) 7，530 (110) 11，628 (125) 

サクラソウ 52 (103) o ( 63) 52 (103) 10，483 (102) 1，803 (105) 
ベ ゴ ニ ア 38 ( 97) 1 (118) 39 ( 98) 7，側(鉛)|2，m(鈍)
キ ク 17 ( 96) 4，753 ( 92) 1，262 (103) 
サボテン類 26 ( 96) 0 ・ e 26 ( 95) 12，274 ( 94) 1，626 (100) 
花 木 類 49 ( 91) 211 ( 97) 260 (101) 12，907 (叩 1 4 378(120)
そ の 他 338 (104) 66 ( 84) 404 (100) 83，425 (102) I 19，285 (109) 

花壇用問もの類 | 211 (122) 208 (1l0) 419 (116) 即28 (凶I 7，加(129)
+ イ包 木 類| 16，140 (101) 16，140 (101) I即57 (108)即41 (削 40，200 ( 96 
球 被 類; 1，546 (103) 1，546 (103) 473，105 ( 98) 7，424 (107) 5，492 ( 92 

400 (lll) 400 (lll) 80，492 (1l5) 2，203 (116) 
チューリップ 628 (102) 628 (102) 132，639 ( 96) 2，620 ( 97) 
グラジオラス 120 ( 85) 120 ( 85) 79，870 ( 91) 339 ( 99) 

芝 類| 9，158 (12) 9，158 (112) I 17，617 (116) 9，305 (102 
80 (lll) 80 (lll) 3，909 (122) 499 ( 88 

d匡�‘ 計 上空851(川 37，807 (1附 45，658 (104) 147，818 (10 0) 
注)農水省農蚕園芸局の資料による. 球根類の栽精面積梢は収穫面積である.
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74 . 9% と ， 作付面積の 占 め る 割合 に 比 し て 著 し く 高率で

あ る こ と か ら も う かが え る 。 施設化 と 生育 ・ 開花調節技

術の 開発 に よ っ て ， 主要花 き の キ ク ， パ ラ ， カ ー ネ ー シ

ョ ン と と も に ユ リ ， チ ュ ー リ ッ プ， フ リ ー ジ ア ， グ ラ ジ

オ ラ ス ， 宿根カ ス ミ ソ ウ ， ス タ ー チ ス ， ガ ー ベ ラ 等 も 周

年生産が可能 と な っ て い る 。 今後 も 経営拡大 と 生産の シ

ス テ ム 化 に よ る 大量生産 を ね ら っ て ， 施設化 は進む も の

と 思わ れ る 。

( 3 ) 主要品 目 の生産拡大 と 多様な新品 目 の 急増

切花生産 で は ， キ ク の 36% を ト ッ プ に パ ラ ， カ ー ネ ー

シ ョ ン の 3 種で生産額全体の 58% を 占 め て い る 。 こ れ ら

の主要品 目 が周年化の発展や ス プ レ タ イ プの導入等 に 支

え ら れて着実な生産 の 伸 び を 示 し て き た 。 一方， マ イ ナ

一品 目 で あ っ た ユりや チ ュ ー リ ッ プの 球根切花， 洋 ラ ン

類， ト ル コ ギ キ ョ ウ ， 宿根カ ス ミ ソ ウ の 生産額の高い伸

びが 目 立つ 。 鉢 ・ 首 も の類の 成長 も 急速で あ る 。 新品 目

等の増加 は ， 生活様式の変化や流通 の 国 際化 に 応 じ て 多

用途 に 向 く 洋花志向 が高ま り ， ま た 新奇性 を も っ た 品 目

の需要が高 ま っ た こ と に よ る 。 花 き 生産 は ， 文字 どお り

多品 目 ・ 多品種 ・ 少量生産 を 特徴 と す る に 至 っ た 。

( 4 ) 輸入の増大 と 国際化の進展

花 き 輸入 は 昭和 50 年以後漸増 を 始 め 昭和 60 年 に は

12， 340万 本 に 増加 し た 。 平成 2 年 の 輸入額 は 278 億 円

表-2 花き農業の地位

区 分 / 年 昭45 50 55 60 平2

農業総産出額(A) 億円 46，643 90，514 102，625 116，295 114，240 

花き生産額(B) 621 1，378 3，012 4，145 5，570 

(B) I (A) 1.3 1.5 2.9 3.6 4.9 

花生 切花鉢もの類億円 379 865 1，565 2，225 3，451 

産 うち施設 232 557 1，030 1，5ï5 2，586 

き額 経設率 z 61.8 64.7 65.8 70.8 74.9 

花き作付面積 ha 20，583 36，410 32，746 36，163 45，658 

うち切花鉢もの類 9，492 10，352 12，600 14，691 18，734 

うち飽設 1，658 2，693 3，737 5，434 7，851 

B量殺率 z 17.5 29.7 29.7 37.0 41.9 

総鐙家戸数(C) 千戸 5，432 4，953 4，661 4，376 3，835 

花き良家戸数(0) 124 162 139 142 148 

(0) I (C) 2.3 3.3 3.0 3.3 3.9 

l戸当たり花き生産額 千円 501 851 2，167 2，919 3，768 

で， 前年比 20% の 伸 び で あ る が， な か で も 球根類 は 86%

の 急激 な増 と な っ て い る 。 ま た ， 切花輸入 は昭和 62 年以

降急速 に 伸 び， 平成 2 年 の 輸入額 は 166 億 円 で， う ち 58

億円 は オ ラ ン ダか ら の 輸入で あ る 。 平成 2 年の切花輸入

額 の 圏 内切花類生産額 に対 す る 割合 は 6 . 8% で あ る が，

洋 ラ ン (主 に デ ン フ ア レ ) の輸入 シ ェ ア は 83 . 6% と 著 し

く 高い 。 輸入切花の 品 目 数 は 200 を 超 え ， 輸入国 も ヨ ー

ロ ッ パ の 花流通拠点、で あ る オ ラ ン ダ を は じ め 68 カ 国 に

わ た る 。 一方， 球根類 は ， 前年比 93%増の 29 千万 球が輸

入 さ れた 。 こ れ は ， 植物防疫法 に よ る 隔離検疫が昭和 63

年か ら オ ラ ン ダ産 チ ュ ー リ ッ プ の 一部 品積 に つ い て 免除

さ れ， そ の後対象が拡大 さ れた こ と が関係 し て い る 。 輸

入球根 は 数量ベ ー ス で 9 割以上がオ ラ ン ダか ら で， つ い

で台湾， 中 国 で あ る 。 平成 2 年の輸入球根の 国 内産 に 対

す る シ ェ ア は 38% で あ る 。

こ の よ う に 多種の花 き が， 世界の あ ら ゆ る 地域 か ら 多

様な形態で短時間で大量 に 輸入 さ れて い る 。 外国産花 き

は品質的 に は 一般 に 日 本産 に比 し て 低 い と さ れ る の に ，

輸入が増加 し て い る 要因 と し て ， 第 一 に 我 が 国 の 市場価

格がオ ラ ン ダの 2 倍 と 海外 よ り 著 し く 高 い こ と ， そ の 他

に鮮度保持技術の 開発 に よ る 花持 ち の 改善， 多様化 し た

需要 に対応 し た 新奇品 目 ・ 品種の育成等が あ げ ら れ る 。

( 5 ) 高品質生産 と カ ジ ュ ア ル フ ラ ワ 一生産

我が国 の花 き 生産 は ， 仏花， け い古花 を 目 的 と し た 季

節的生産が主流であ っ た が， 最近で は 贈答用 あ る い は業

務用需要が約 8 割 に 達 し て い る と さ れ， そ れだ け に 外観

的 に も 完全無欠 の 高品質が求 め ら れ て 次第 に 高級化 し ，

し か も 生花庄で さ ら に 付加価値が つ け ら れて 高価格 と な

っ て い る 。 し た が っ て ， 生産者 は 良 品生産 の た め に は労

力 や 生産費 を 惜 し ま な か っ た 。 一方， 圏 内 の 切花の市場

価格 は オ ラ ン ダの 平均 2 倍， 消費者価格は 3�4 倍 と 推定

さ れ て い る 。 家庭用 の 花消 費 は ， 昭和 62 年 に は 1 世帯

8， 800 円 で， 現在で は 1万 円以上 に 達 し た と 推測 さ れ， 額

は 欧米 の 水準 に 近 づ い て い る も の の 量 的 に は ま だ 1 / 3

�1/4 で， 世界の水準 に 達 し て い な い。 こ の た め ， 今後

花の生産 ・ 消費の拡大 を 図 る に は ， 所得の 向上 に つ れて

な お 消費の余地の あ る 家庭用 花 の 生産 ・ 消 費 を 振興す る

必要が あ る 。 この 見地 に 立 っ て ， 今後新た に 手頃な価格

で安定供給で き る カ ジ ュ ア ル フ ラ ワ ー の 開発 と 普及が重

要 と さ れ， 農水省 は新需要開発産地形成等推進事業 (花

き 型) 等 を 実施 し て い る 。

( 6 ) 苗 の 専業生産 と リ レ ー栽培

セ ル成型苗生産技術 あ る い は組織培養利用 の苗大量増

殖法等の 開発 に よ り ， 均質苗の大量供給が可能 と な っ て ，
注)農水省農蚕園芸局の資料による. 2年の農業総産出額は速報値で概数， 切花， 鉢

物類には花壇用苗ものを含む. 従来の花 き 生産体系が大 き く 変化， 生産の 現場で は 苗生

l戸当たり花き作付面積 a 17 22 24 25 31 
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産 の 分業化 と そ れ に 伴 う 苗流通が多品 目 に わ た っ て 急速

に 普及 し 始 め た 。 つ ま り ， 種苗生産 と 製品生産の分業化

が生 じ ， 洋 ラ ン や単一品 目 を 特 に 大量 に 必要 と す る パ ン

ジ ー な ど花壇苗の 生産で特 に 顕著で あ る 。 ま た ， 花 き の

異 な る 生育 ス テ ー ジ を 別 々 の 生産者が分業 し て 管理， 栽

培す る リ レ ー栽培が普及 し始め て お り ， こ れ に は地域内

で分業す る 場合や暖地 と 寒地， 高地 と 平坦地等 と の気候

差 を 開花制御 な ど に 利用 し た リ レ ー栽培 も あ る 。 さ ら に ，

高温性の デ ン フ ァ レ 等 で は ， 幼苗期聞 を 高温の タ イ 国等

で栽培， 中間苗 を輸入 し 開花 ま での約 1 年 を 日 本で栽培，

出荷す る と い う 国際的な リ レ ー栽培 も 生 じ て い る 。

E 病害発生 を め ぐ る 諸問題

こ れ は， 前項 に 述べた 花 き の 生産 ・ 消費の動向 と 密接

に 関連 し て い る 。 我が国で栽培 さ れ， 流通 し て い る 花 き

は約 100 品 目 と さ れ る が， こ れ に各品目 と も 著 し く 多数

の品種・ 系統 (例 え ば キ ク の栽培対象の品種 は 300�400)

があ り ， さ ら に 新品 目 ， 新品種の育成や導入が続 い て い

る 。 花 き は ， こ の よ う な多 品 目 ， 多品種 に 加 え ， 開花習

性が複雑であ る こ と か ら 作型 も 複雑であ り ， 病害の発生

様相 は き わ め て 多様 と な る 。 加 え て ， 花 き で は ， 花の み

な ら ずか な り 長尺の茎葉 を 含 め た 植物全体が観賞の対象

と な り ， 1 葉 も 落 さ ぬ草姿， 花や葉函の色艶 ま で も 重視 さ

れ る こ と か ら ， 花弁は も ち ろ ん葉， 茎 さ え に も 1 個の斑

点 あ る い は食痕があ れ ば， “駄 も の " と し て 価格的 な落差

が大 き く な る 。 こ の た め ， 葉， 茎の わ ずか な病害発生 も

抑 え ね ば な ら ず， 予防 の た め の ス ケ ジ ュ ー ル的な農薬散

布が行わ れ る こ と も 多 く ， 栽培期聞が長い こ と も あ っ て

濃厚防除 と な り が ち で あ る 。

( 1 )  新品 目 の 導入 に 伴 う 新病害の 多発生

病名 目 録 (1980) に 記載の病害数及 び主要病害並び に

1980 年以降 に 報告 さ れた 新病害 を表-3 に例示 し た 。 多品

目 の 花 き で は ， ま だ病害研究が全 く 行わ れて い な い品 目

も 多 く ， 新病害や病原確定の報告が相次 い でお り ， 今後

も 続 く であ ろ う 。 和名 さ え な い新品 目 の花 き が相次 い で

導入 さ れて い る 現在， こ れ ら に発生す る 病害 は すべて病

原の確定 と 命名 を 必要 と す る 。 表-3 に 示 さ れ る よ う に ，
栽培が急増 し て い る 宿根 カ ス ミ ソ ウ や ト ルコギ キ ョ ウ 等

で も ， 我が国 に お け る 栽培の歴史が新 し い た め 現 目 録記

載の病名 は な し そ れ以後報告 さ れた 新病害 に つ い て 今

後病名 の確定が行わ れ る 。 栽培の歴史が比較的長 い キ ク

や チ ュ ー リ ッ プ等で も 新病害の 報告が多 い 。 こ れ ら の新

病害 に つ い て は ， 病原の確定 と と も に 発生生態や伝染様

式等 を 解明 し 防除法 を 確立す る 必要があ る 。

( 2  ) 登録農薬 と 薬害

現在花 き ・ 花木類 に 適用 で き る 登録農業の対象品 目 数

は 3 5前後で あ り ， こ れ ら の 対象病害 も 表-3 に 示す よ う

に き わ め て 限定 さ れて お り ， 対象品 目 ・ 病害 と も 多様 な

花 き 類病害の ご く 一部 を カ バー し て い る に す ぎ な い。 宿

根カ ス ミ ソ ウ ， シ ン ピ ジ ウ ム ， ト ルコギ キ ョ ウ 等 の 成長

品 目 に対 し て も 今 な お 登録農薬が な い現状 に あ る 。 こ れ

で は 花 き 病害の適切 な 防除が困難で あ り ， ま た 登録農薬

が あ っ て も 非常 に 限定 さ れた 農薬数で は 耐性菌 の 出 現 を

み る こ と に な る 。 マ イ ナ 一品 目 に は今後 も 農薬畳録の増

加 は 期待で き な い と 思わ れ る が， こ れ ら への適用拡大 に

は ， マ イ ナ ー作物等農薬畳録適用拡大の仕組み に よ り 原

則 と し て 要望 し た 県が登録 に 必要 な 試験成績 を 作成 す れ

ば よ い の で， こ の簡略な 方 式 の 活用 が望 ま れ る 。

花 き で は ， 農薬 に よ る 薬害 は も ち ろ ん散布後 の “ よ ご

れ" 等が大 き な 問題 と な る 。 特 に ， 薬害 は ， 品種や 品 目

に よ っ て ま た 栽培や散布条件 に よ っ て 発生が左右 さ れ る

こ と が あ り ， 開花期 に は発生 し や す く な る の で， 周 到 な

試験 と 適切 な 防除管理 を 必要 と す る 。

( 3 ) 病害抵抗性品種

花 き 栽培 に お い て も 抵抗性品種の栽培が理想的 な 病害

防除の手段であ る 。 遺伝資源等 の 蓄積 の 多 い海外で は ，

例 え ば カ ー ネ ー シ ョ ン の場合， フ ザ リ ウ ム 病の抵抗性獲

得 に 品種育成 の 重点 が お か れ， あ る 程度満足で き る 成果

が得 ら れて い る と い う 。 し か し ， 日 本で は キ ク の 白 さ び

病， ユ リ の 葉枯病， カ ー ネ ー シ ョ ン の 萎 ち ょ う 細菌病等

の 抵抗性品種が強 く 望 ま れて い る も の の ， 従来の花 き 育

種が花色 ・ 花容等の新規性や栽培適応性 を 中 心 に 進 め ら

れて き た た め ， 育成の過程 に お い て 擢病性個体が淘汰 さ

れ る こ と は あ っ て も ， 抵抗性 の 品種が育成 さ れた例 は ほ

と ん ど み ら れな い 。 た と え ， 育成 さ れて も ， 品種の変遷

が早 く ， 消費上 に も 品種， 花色， 草丈等の組合せ が重要

な花 き で は ， 抵抗性だ け を 品種選択の基準 と す る こ と に

困難が あ る 。 我が国の カ ー ネ ー シ ョ ン栽培で最大の 阻害

要因 と な っ て い る 細菌性萎 ち ょ う 病 の抵抗性品種育成の

た め ， 野菜茶試で は 200 の 野生種 ・ 品種 に つ い て 抵抗性

検定 を行い， 強度の抵抗性 を も っ 野生種が明 ら か に さ れ，

現在 こ れ を 母体 に種間交雑 に よ る 育種母体の育成が進 め

ら れ， 将来 を 期待 さ れて い る 。 し か し ， 花 き で は 一般の

方法 に よ る 病害防除の 重要性が 当 分高 い と 恩わ れ る 。

( 4 ) ハ イ テ ク 生産技術の進展

花 き で は ， 栄養繁殖性品 目 で ウ イ ル ス フ リ ー化 を 目 的

と し た組織培養が始 ま り ， そ の後増殖率の 低い植物の コ

ス ト ダ ウ ン を め ざ し た 大量増殖法が実用化 さ れた 。 シ ン

ピ ジ ウ ム で は メ リ ク ロ ー ン増殖が一般化 し ， ス タ ー チ ス ，

キ ク ， リ ン ド ウ ， シ ダ類等で も 組織培養 に よ る 大量増殖
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表-3 花きの主要病害な ら びに 1980 年以降 に 報告 さ れた新病害の事 例

fヤ 目 病名目録 ( 1980 ) に 記載の 1980 年以降 に 報告 さ れた 花き類 に 登録の ある

病害数 と 主要病害 例 新病害 例 病害数 と 農薬数

カ ー ネ ー シ ョ ン 23 萎 ち ょ う 細菌病， 斑点 立枯細菌病 (西東 1984 ) 7 22 
セ キ チ ク 病， 萎 ち ょ う 病， 疫病，
ナ デ シコ ウ イ ル ス 病
カ ー ベ ラ 12 疫病， う ど ん こ 病， 菌 斑点細菌病 ( 河 原林 ら 1984 ). 灰色 1 3 

核病 か び病 (森田 ら 1985 ). ・半身萎 ち

ょ う 病 (手塚 1989)

キ ク 23 白 さ ぴ病， 褐斑病， 黒 根頭が ん し ゅ 病 (森田 1973 ). ベ と 9 44 

さ び病， 菌核病， ウ イ 病 ( 坂口198 1 ). 茎 枯 病 (大 沢 ら
ル ス 病 ( ウ イロイ ド ) 1983). 紋々 病 (土居 1979). 斑点、細

菌病 ( 川 久保 ら 1989 ). 葉枯病 (福

寓ら 1987). 炭腐病 (粕山 ら 1984 ).

萎 ち ょ う 病 (有江 ら 1986)
シ ク ラ メ ン 1 1  灰色かぴ病， 炭 そ 病， .葉 腐 細 菌 病 (木 嶋 ら ， 滝川 ら 4 9 

モ ザ イ ク 病， 軟腐病， 198 1 ). 芽腐れ細菌病 (長田 ら 1984 )
萎 ち ょ う 病

宿線カ ス ミ ソ ウ 。 -疫病 ( 萩 原 1980 ). 黒斑病 (木嶋 。 。

ら 1982 ). 根頭が ん し ゅ 病 (牧野 ら
1984 ). .こ ぶ病 (木嶋 ら 1985). 萎

ち ょ う 細菌病 ( 内 藤 ら 1986 ). 斑点
細菌病 (畦上 ら 1990 ). 苗腐病 (吉
松 1990). 茎腐病 (吉松 1990 )

シ ン ピ ジウ ム 8 軟腐病 .褐色腐敗病 (木嶋 ら 1983 ). ・ 腐 。 。

シ ュ ンフ ン 敗病 (木 鳴ら 1983 ). 黒色腐敗病 ( 睦

カ ン ラ ン ほ か 上 ら 1984 ). 褐色斑点、細菌病 (土屋

ら 1985 ). 炭 そ 病 (森田 ら 1978 ).
黄 斑病 (市川 ら 1989)

ス タ ー チ ス 3 .ウ イ ル ス 病 ( 小野木 1983. 飯野 ら l 1 

1984 ). .萎 ち ょ う 細菌病 (西山 ら
1987). 株腐病 (我孫子 ら 1987). 炭
そ 病 (手塚 ら 1987 ). .灰色かぴ病
(森田 ら 1985 ). ・ 青枯病 (畦上 ら
1990) 

チ ュ ー リ ッ プ 20 モ ザ イ ク 病， か い よ う .疫病 ( 向畠ら 1983). ・ 茎枯病 8 24 

病， 黒腐病， 球根腐敗 ( 向畠ら 1986 ). ・ 根腐病 (ー谷 ら

病， 褐色斑点病， 薬 腐 1988 ). 葉枯病 ( 向畠ら 1989)

病
ト ル コ ギキ ョ ウ 。 .灰色かぴ病 (森田 ら 1985 ). ・ 菌 。 。

核病 (森田 ら 1985 ). え そ 病 (岩木

ら 1985 ). え そ モ ザ イ ク 病 (松 尾ら
1992 ). モ ザ イ ク 病 ( 竹内 ら 1992 )

リ ン ド ウ 4 斑紋 病 ( 李ら 1983) . モ ザイ ク 病 (長 5 5 

尾ら 1979). 灰 色 か ぴ病 ( 夏秋ら
1 982). 白絹病 ( 仲 谷 ら 1982 ). 褐斑
病 (粕谷 ら 1987). ・ 花腐蘭 核病 (梶
ら 1990)

ユ リ 類 27 萎黄 病， モ ザ イ ク 病， ウ イ ル ス 病 (井上 ら 1978 ). り ん 片 6 12 

葉枯病， 炭 そ 病， 茎腐 先 腐病 ( 高野 1980). 乾腐病 ( 田中

病 ら 1988 )

注 ) .は特 に 被害が大きい と さ れて い る 病害， 農薬 登録は農薬適用一覧表 ( 日 植防 1992 ) に よ る .
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の 実用化が進 ん でい る 。 ウ イ ル ス フ リ ー苗の生産 は ， キ

ク ， カ ー ネ ー シ ョ ン， 宿根 カ ス ミ ソ ウ ， ガ ー ベ ラ 等で実

用 化 さ れ， 品質や収量が著 し く 改善 さ れた 。 し か し ， カ

ル ス や細胞培養 に 伴 う 葉の ね じ れや退色， 花弁の退色，

奇形等の 変異の発生が問題で あ り ， 折角 の優良形質が培

養中 に 変化 し て し ま う こ と が あ る 。 急速大量増殖 に 伴 う

変異の発生 を抑制す る 技術の確立が必要であ る 。 さ ら に ，

検定技術や再感染防止技術の確立等の 問題が あ る 。

養液栽培 はパ ラ 等で急速 な 普及 を み て い る が， 初期投

資 を必要 と す る も の の ， 品種更新の簡易化， 連作障害回

避， 生産性の 向上等多 く の利点 を も っ 。 培養液 を 循環 さ

せ る 方式では， 地下部病害の病原菌等 に苗か ら の伝搬や

飛 び込み に よ っ て 液が汚染 さ れ る と ， 液 を 介 し て 急激 な

まん延 を来す の で周 到 な 管理が必要であ る 。 また ， 培養

液等の簡易 な消毒法 を確立す る 必要があ る 。

( 5 ) 発生予察

農水省 は， 平成 3 年度か ら キ ク ， リ ン ド ウ 等主要 8 作
物の病害虫 を対象 に ， 29 県 に お い て 「花 き 病害虫発生予

祭実験事業」 を 実施 し て い る 。 事業 で は ， まず栽培地帯

に観察圃場 を設置 し て 病害虫の発生生態等の基礎調査を

行い， 調査時期・方法等の 調査技法 を 開発， 平成 5 年度

か ら 開始 さ れ る 発生予察実証・高度 シ ス テ ム 確立事業 に

つ な ぎ， 統一調査基準 を 策定， 全都道府 県 に お い て 事業

化す る こ と を 目 的 と し て い る 。 花 き 病害虫予察上 の 問題

点、と し て 次項が指摘 さ れて い る 。 ①花 き の 多品 目 に対応

す る に は ， 多数の病害虫 に 関す る 基礎的研究の広範な展

開が必要， ②施設栽培品 目 で は ， 個々 の施設の環境 に 大

差があ る た め 広域対象の一般化情報では公開 の意義が薄

く ， 他の予察 シ ス テ ム が必要， ③少発生で も 花 き の商品

価値が著滅す る た め ， 予察の有効利用 に は他作 目 と は 異

な っ た 要件や被害程度 を 反映す る 基準が必要， ④品種 ・

作型が多種多様で品種更新が早 く また 農家 の 栽培技術 レ

ベ ル に も 較差 が あ る た め ， 調査閲場の 資料だ け で は予察

精度が低下， ⑤共通病害虫が多 い の で野菜 を 含 め た 総合

調査が必要， ⑥予察後の 防除手段 と し て の 登録農薬が不

足。

( 6 ) 施設化 と 栽培 の 周 年化

高度化 さ れた施設で は ， 環境制御 に よ っ て 病害発生 を

抑制で き ， 効率的 な 防除装備 を 利用 で き る 利 点 を も っ 。

し か し ， 装備が不完全な施設 で は ， 高温多湿 と な り 結露

を 生 じ る こ と も 多 く ， 灰色か ぴ病や菌核病等 に 加 え て 露

地栽培では通常問題 と な ら な い病害が多発す る 場合 が あ

る 。 また ， 施設の 高度利用 の た め連作に よ る 周 年生産が

行わ れ る こ と が多 く ， 休閑期間 も 短 く 十分 な 土壌消毒が

で き な い場合が多 い 。 こ の た め侵入 し た 病原菌が定着・

増殖 し て 根絶が困難 と な っ て 安定生産 を 血書す る こ と が

多 い 。 また ， 土壌の移動， 管理作業 に よ っ て 多発す る 病

害があ る 。

そ の他， (7) 消費段階での 防除の必要性， (8) 輸入増大

と 植物検疫， 等 の 問題があ る 。

お わ り に

"花の 時代" と 言わ れて き た我が国 の 花 き 産業が， 今

後 さ ら に 安定 し た 成長 を 続 け て い く た め に は ， 低 コ ス

ト・良品生産技術の 開発 と 普及が重要課題 と な る 。 また ，

生産 は 高級花 と 大衆花 と に 二極化 し て 拡大 し て い く と み

ら れて い る 。 た と え 大衆花 と い え ど も 高級花 に 目慣れ し

た 消費者 は 品質管理に厳 し い 目 を 向 け る であ ろ う 。 い ず

れ に し て も ， 今後の 花 き 産業の発展に は ， 病害虫防除技

術の進展が大 き な 役割 を 果た す と 思わ れ る 。

本 会 発 行 図 書

『市場病害ガイドブック』
田中 寛康 (前農林水産省果樹試験場保護部長)編 B6判 口絵カラー42ページ 本文230ページ

定価 3，000円(本体2，913円) 送料 260円

果物， 野菜， 花 な ど， 生鮮農産物， 花 き の 流通過程や貯蔵中 に 発生 し ， 商品価値 を低下 さ せ る 各種 の ， い わ ゆ

る 「市場病害」 に つ い て の ガ イ ド ブ ッ ク です。 総数 261 点の病害を取 り 上 げ， 市場で見 つ か る 市場病害 を ほ ぼ網

羅 し て お り ， 各病害 に つ い て ， 特有な病徴写真 ( カ ラ ー ) を 多 数掲載 し て お り ます の で， 科学的な解説書 と し て

も ， 現場 に お い て す ぐ 役立つ診断マ ニ ュ ア ル と し て も お使い い た だ けます。

お申し込みは前金(現金書留・郵便握替・小為替など)で直接本会までお申し込み下さい。
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